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ACT のࢭࣟࣉ・࢔ࢥスが᭷する機能の検討 
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要 約 

 ACT のࢭࣟࣉ・࢔ࢥスは，トࣥ࢘ࢲࣉࢵのࢭࣟࣉスであるため，個々の行動がどのようなຠ果を上ࡆ

ているのかᢕᥱしづらいという問題がある。実ド的見ᆅから，よりຠ果的な介入᪉ἲを検討していくため

には，ྛ々のࢭࣟࣉ・࢔ࢥスにྵまれる機能を᫂らかにし，それらの㛵ಀ性を検討するᚲ要がある。そこ

で，本研究では，ࢭࣟࣉ・࢔ࢥスの機能を 定する」数のᑻ度を用いて，ྛ々のࢭࣟࣉスの᭷する機能が

どのように作用して行動活性໬につながるのかを検討した。ᑻ度㡯目を因Ꮚศᯒした結果，「࣐ࣇࢻࣥ࢖

ル」「自己の自ぬ」「㑅ᢥと行動」「行動活性໬」「㊥㞳をྲྀる」「動機づけ」の 6 つの行動クラスがᢳฟさ

れた。これらの行動クラスからモデルを作成し，ඹศᩓᵓ㐀ศᯒを行った結果，「࣐ࣇࢻࣥ࢖ル」から「行

動活性໬」に┤᥋のࣃスがつながるのではなく，「࣐ࣇࢻࣥ࢖ル」は「動機づけ」と「㑅ᢥと行動」を፹

介して「行動活性໬」につながることが示された。 
キーワード㸸࢔クࣉࢭタࣥス㸤ࢵ࣑ࢥトメࣥト・ࢭラ࣮ࣆ，機能的ᩥ⬦主義，行動活性໬ 

 
 

問題࡜┠ⓗ 

   
 ➨୕ୡ௦の認知行動療ἲである࢔クࣉࢭタࣥ

ス㸤ࢵ࣑ࢥトメࣥト・ࢭラ࣮ࣆ㸦Acceptance & 
Commitment Therapy ; ௨ୗ，ACT と␎グ㸧の

目的は，苦しࡳに㣧ࡳ㎸まれࡎ，それらとඹに

ありながら自ศにとっての౯್㸦人生で᭱も重

要な᪉向㸧にἢい，自らがᒓする♫఍の中でホ

౯される行動を増やす行動活性໬をᅗることで

ある㸦⇃野, 2012㸧。ACT では，その目的を㐩成

するために，࢔クࣉࢭタࣥス，⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ，

スとしての自己，ᩥ⬦としての自己，౯ࢭࣟࣉ

್づけ，ࢵ࣑ࢥトメࣥトからなる 6 つの࢔ࢥ・

 & ,スに注目している㸦Hayes, Strosahlࢭࣟࣉ
Wilson, 2012㸧。ࢭࣟࣉ・࢔ࢥスはそれࡒれが

様々な行動の㞟まりであるが，⮫ᗋ行動ศᯒと 
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機能的ᩥ⬦主義というဴ学的立ሙに基づく

ACT では，行動のᙧ態よりも，行動とᩥ⬦の㛵

連，つまり行動がどのようなຠ果や影響力を持

つかといった機能を重どしている㸦Törneke, 
2010㸧。この観Ⅼから，Hayes et al.㸦2012㸧や

Russ㸦2009㸧は，6 つのࢭࣟࣉ・࢔ࢥスを，そ

れࡒれにྵまれる機能のඹ㏻性に基づいて，࢔

クࣉࢭタࣥスと⬺ࢭࣟࣉ，ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇスとし

ての自己とᩥ⬦としての自己，౯್づけと࣑ࢥ

トメࣥトからなるࢵ 3 つの反応スタ࢖ル㸦⦆や

かな行動クラス㸧にศ㢮している。すなわち，

には，思考とࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ⬺タࣥスとࣉࢭク࢔

感᝟から自ศを切り㞳し，本ᙜの考えや気持ち

を⌮ゎするためにそれを観ᐹすることがྵまれ

る。ࢭࣟࣉスとしての自己とᩥ⬦としての自己

には，「௒，この▐間」に体験しているෆᐜのゝ

ㄒ的・非ゝㄒ的なഃ㠃にゐれることがྵまれる。

そして，౯್づけとࢵ࣑ࢥトメࣥトには，生活

を向上さࡏる行動をಁすための，ຠ果的なゝㄒ

の౑用がྵまれるとされる。 
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 ㏆ᖺ，ACT は多くの精神疾患のᨵၿにຠ果を

上ࡆていることがሗ࿌されている㸦Blackledge 
& Drake, 2013㸧が，その一᪉で，それࡒれの

精神疾患に対する ACT のຠ果が₍↛としてい

るという問題がある㸦୕田ᮧ, 2011㸧。その⌮⏤

として，⮫ᗋ的には᭷用であるが，ACT のࢥ

スであるࢭࣟࣉのࣥ࢘ࢲࣉࢵスはトࢭࣟࣉ・࢔

ため，個々の行動がどのようなຠ果を上ࡆてい

るのかᢕᥱしづらいことがᣲࡆられる㸦Foody, 
Barnes-Holmes, Barnes-Holmes, & Luciano, 
2013㸧。そこで，Hayes et al.㸦2012㸧や Russ
㸦2009㸧は，機能に╔目し，6 つのࣟࣉ・࢔ࢥ

スをࢭ 3 つの反応スタ࢖ルにศ㢮しているが，

ල体的にどのような機能を᭷する行動の㞟まり

であるのか，᭕᫕なままになっている。科学的

見ᆅからよりຠ果的な介入᪉ἲを検討していく

ためには，ྛ々のࢭࣟࣉ・࢔ࢥスにྵまれる機

能を᫂らかにし，それらの㛵ಀ性を検討するᚲ

要があると考えられる。 
 ௨上より，本研究では，ACT のࢭࣟࣉ・࢔ࢥ

スの機能を 定する」数のᑻ度を用いて，ྛ々

のࢭࣟࣉスの᭷する機能がどのように作用して

行動活性໬につながるのか，検討することを目

的とする。 
 

᪉ἲ 

 

ձ 対㇟者とᡭ続き 
 早稲田大学人間科学㒊に㏻う学生 421 ྡに調

ᰝを行った。ᅇ⟅がᚓられた 149 ྡのうち，Ḟ

ᦆ್のあったものを㝖き，144 ྡศのデ࣮タを

対㇟とした㸦男性 77 ྡ，ዪ性 67 ྡ，ᖹᆒᖺ㱋

19.86±1.17 ṓ㸧。 
ղ 調ᰝᮦᩱ 
ト㸸ᅇ⟅者の学ᖺ・ᖺ㱋・性ู࣮ࢩス࢖࢙ࣇ(1

をᑜねた。 
2)౯್の᫂確໬ᑻ度㸦㰻⸨・ᰗ原・⇃野, 2014㸧㸸
ACT のࢭࣟࣉ・࢔ࢥスである౯್づけ，ࢵ࣑ࢥ

トメࣥトにྵまれる行動の機能を 定するᑻ度

である。「強໬の自ぬ」「行動⥅続」「動機づけ」

の 3 ୗ఩ᑻ度からなる。9 㡯目 7 ௳ἲでᅇ⟅を

ồめた。 
3)3 つの自己ᑻ度㸦ᰗ原・ᕝ஭・ᔱ・⇃野, 2013㸧
のୗ఩ᑻ度である「࢔クࣈ࢕ࢸ」「どⅬྲྀり」「௒

この▐間」㸸ACT のࢭࣟࣉ・࢔ࢥスであるࣟࣉ

スとしての自己，ᩥ⬦としての自己にྵまれࢭ

る行動の機能を 定するᑻ度である。「࢔ク࢕ࢸ

の「௒この▐間」「どⅬྲྀり」「概念໬」「ࣈ 4 ୗ

఩ᑻ度からなるが，本研究ではࢭࣟࣉ・࢔ࢥス

の機能を 定している「࢔クࣈ࢕ࢸ」「どⅬྲྀり」

「௒この▐間」のࡳを用い，17 㡯目 7 ௳ἲでᅇ

⟅をồめた。 
・行動クラスᑻ度㸦ᕝ஭・ᔱࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ⬺(4

ᰗ原・⇃野, 2013㸧㸸ACT のࢭࣟࣉ・࢔ࢥスであ

る⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇにྵまれる行動の機能を 定

するᑻ度である。「行動ᣑ大」「自己の自ぬ」「㊥

㞳をྲྀる」の 3 ୗ఩ᑻ度からなる。22 㡯目 7 ௳

ἲでᅇ⟅をồめた。 
մ ศᯒ᪉ἲ 
 ୗグの仮説 1 を検討するために，2)㹼4)にᣲ

たᑻ度のୗ఩ᑻ度間の┦㛵ศᯒを行った。ḟࡆ

に，仮説 2 を検討するために，2)㹼4)にᣲࡆた

ᑻ度にྵまれる඲㡯目について，᥈⣴的因Ꮚศ

ᯒを行った。そして，仮説 3 を検討するために，

ඹศᩓᵓ㐀ศᯒを行った。ゎᯒには，SPSS㸦ver. 
21.0㸧，HAD㸦ver. 10.2㸧，Amos㸦ver. 5.0㸧を

౑用した。 
仮説 1 : Hayes et al.㸦2012㸧や Russ㸦2009㸧
は，それࡒれにྵまれる機能のඹ㏻性に基づい

て，ࢭࣟࣉ・࢔ࢥスを 3 つの反応スタ࢖ルにศ

㢮していることから，౯್の᫂確໬ᑻ度，3 つ

の自己ᑻ度，⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ行動クラスᑻ度は，

それࡒれᙅい㹼中程度のṇの┦㛵しか持たない

が，同一ᑻ度のୗ఩ᑻ度は中程度㹼強いṇの┦

㛵を持つ。すなわち，それࡒれのᑻ度によって

 定される特᭷の機能によって，ࢭࣟࣉ・࢔ࢥ

スの機能は大きく 3 つにศ㢮できる。 
仮説 2 : 仮説 1 の結果から，౯್の᫂確໬ᑻ度，
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3 つの自己ᑻ度，⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ行動クラスᑻ

度には，いくつかの㢮ఝする機能がྵまれてい

ると考えられる。そこで，ᑻ度㡯目の᥈⣴的因

Ꮚศᯒを行った結果，඲㡯目は，᪂たな⦆やか

な行動クラスとしてᩚ⌮できる。 
仮説 3 :᥈⣴的因Ꮚศᯒによって᫂らかになっ

た行動クラスから ACT の機能モデルを仮定し

てඹศᩓᵓ㐀ศᯒを行った結果，㧗い適ྜ度が

ᚓられ，すべてのࣃスでṇの᭷意な影響が見ら

れる。ここでのヲ⣽は，「結果」の㡯でᚋ述する。 
 

⤖ᯝ 

 

ձ ┦㛵ศᯒ 
 ྛୗ఩ᑻ度間についてࣥࢯ࢔ࣆの✚⋡┦㛵ಀ

数を⟬ฟした。結果を Table 1 に示す。3 つの自

己ᑻ度のୗ఩ᑻ度は，⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ行動クラ

スᑻ度のୗ఩ᑻ度と中程度から強いṇの┦㛵を

示した㸦r = .42~73㸧。一᪉で，3 つの自己ᑻ度

のୗ఩ᑻ度と⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ行動クラスᑻ度の

ୗ఩ᑻ度は，౯್の᫂確໬ᑻ度のୗ఩ᑻ度とᙅ

いṇの┦㛵から中程度のṇの┦㛵しか示さなか

った㸦r = .06~46㸧。また，同一ᑻ度のୗ఩ᑻ度

同ኈはどれも中程度のṇの┦㛵から強いṇの┦

㛵を示した㸦r = .38~66㸧。 
ղ ᥈⣴的因Ꮚศᯒ 
スの᭷する機能を 定するᑻࢭࣟࣉ・࢔ࢥྛ 

度㡯目の因Ꮚᵓ㐀を᫂らかにするために，᭱ᑬ

ἲ，ࢵ࣐ࣟࣉクスᅇ㌿による᥈⣴的因Ꮚศᯒを

行った。因Ꮚ数のỴ定ἲとして，ᇼ㸦2004㸧に

よる対ゅ SMC ᖹ行ศᯒ㸦Squared Multiple 
Correlation 㸧と MAP 㸦 Minimum Average 
Partial Correlation㸧のᣳࡳ㎸ࡳἲから，6 因Ꮚ

ᵓ㐀がጇᙜであるとゎ㔘した。そして，因Ꮚ数

を 6 に仮定して෌度同様のศᯒを行い，因Ꮚ㈇

Ⲵ㔞が.40 ௨ୗの㡯目を㡰に๐㝖していった。そ

の結果，➨ 1 因Ꮚ 6 㡯目，➨ 2 因Ꮚ 8 㡯目，➨

3 因Ꮚ 4 㡯目，➨ 4 因Ꮚ 6 㡯目，➨ 5 因Ꮚ 4 㡯

目，➨ 6 因Ꮚ 3 㡯目のィ 31 㡯目がᢳฟされた。

➨ 1 因Ꮚには，3 つの自己ᑻ度のୗ఩ᑻ度「࢔

クࣈ࢕ࢸ」「௒この▐間」の㡯目がྵまれていた。

➨ 2 因Ꮚには，3 つの自己ᑻ度のୗ఩ᑻ度「ど

Ⅼྲྀり」，⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ行動クラスᑻ度のୗ఩

ᑻ度「自己の自ぬ」の㡯目がྵまれていた。➨

3 因Ꮚには，⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ行動クラスᑻ度の

ୗ఩ᑻ度「行動ᣑ大」の㡯目がྵまれていた。

➨ 4 因Ꮚには，౯್の᫂確໬ᑻ度のୗ఩ᑻ度「強

໬の自ぬ」「行動⥅続」の㡯目がྵまれていた。

➨ 5 因Ꮚには，⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ行動クラスᑻ度

のୗ఩ᑻ度「㊥㞳をྲྀる」の㡯目がྵまれてい

た。➨ 6 因Ꮚには，౯್の᫂確໬ᑻ度のୗ఩ᑻ

度「動機づけ」の㡯目がྵまれていた。 
 それࡒれの因Ꮚに㞟まった㡯目のෆᐜから，

➨ 1 因Ꮚを「࣐ࣇࢻࣥ࢖ルな気づきをᚓる行動

クラス」，➨ 2 因Ꮚを「⚾的ฟ᮶事に対して自ศ

を自ぬする行動クラス」，➨ 3 因Ꮚを「思考や感

᝟にᅃわれࡎ，౯್にἢった行動を㑅ᢥできる

行動クラス」，➨ 4 因Ꮚを「౯್にἢった行動が

活性໬する行動クラス」，➨ 5 因Ꮚを「思考や感

᝟と㊥㞳をྲྀる行動クラス」，➨ 6 因Ꮚを「౯್

にἢった行動への動機づけを㧗める行動クラ

ス」と࿨ྡした㸦௨ୗ，それࡒれ「࣐ࣇࢻࣥ࢖

ル」・「自己の自ぬ」・「㑅ᢥと行動」・「行動活性

໬」・「㊥㞳をྲྀる」・「動機づけ」と␎グ㸧。 
 また，信㢗性の検討を行ったとこࢁ，඲ての

因Ꮚにおいて ǂ ಀ数の್が.77~.88 であった。

᥈⣴的因Ꮚศᯒによってᢳฟされた㡯目と，そ

れࡒれの㡯目に対する因Ꮚ㈇Ⲵ㔞，さらにྛ因

Ꮚの ǂ ಀ数の್と因Ꮚ間┦㛵をまとめて示した

ものを Table 2 に示す。 
 この結果から，௨ୗの仮説に基づき，ACT の

機能モデルを作成した。 
仮説 a : Dhal et al.㸦2009㸧によると，౯್づ

けは，行動すること自体に႐ࡧややりがいが感

じられる行動や状態の性㉁をル࣮ルとしてゝㄒ

的に⾲᫂したものであり，ࢵ࣑ࢥトメࣥトはそ

のル࣮ルに従って行動することだとされるため，

౯್づけに⏤᮶する行動クラス「動機づけ」は

 ㏆ᖺ，ACT は多くの精神疾患のᨵၿにຠ果を

上ࡆていることがሗ࿌されている㸦Blackledge 
& Drake, 2013㸧が，その一᪉で，それࡒれの

精神疾患に対する ACT のຠ果が₍↛としてい

るという問題がある㸦୕田ᮧ, 2011㸧。その⌮⏤

として，⮫ᗋ的には᭷用であるが，ACT のࢥ

スであるࢭࣟࣉのࣥ࢘ࢲࣉࢵスはトࢭࣟࣉ・࢔

ため，個々の行動がどのようなຠ果を上ࡆてい

るのかᢕᥱしづらいことがᣲࡆられる㸦Foody, 
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఩ᑻ度からなるが，本研究ではࢭࣟࣉ・࢔ࢥス

の機能を 定している「࢔クࣈ࢕ࢸ」「どⅬྲྀり」

「௒この▐間」のࡳを用い，17 㡯目 7 ௳ἲでᅇ

⟅をồめた。 
・行動クラスᑻ度㸦ᕝ஭・ᔱࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ⬺(4

ᰗ原・⇃野, 2013㸧㸸ACT のࢭࣟࣉ・࢔ࢥスであ

る⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇにྵまれる行動の機能を 定

するᑻ度である。「行動ᣑ大」「自己の自ぬ」「㊥

㞳をྲྀる」の 3 ୗ఩ᑻ度からなる。22 㡯目 7 ௳

ἲでᅇ⟅をồめた。 
մ ศᯒ᪉ἲ 
 ୗグの仮説 1 を検討するために，2)㹼4)にᣲ

たᑻ度のୗ఩ᑻ度間の┦㛵ศᯒを行った。ḟࡆ

に，仮説 2 を検討するために，2)㹼4)にᣲࡆた

ᑻ度にྵまれる඲㡯目について，᥈⣴的因Ꮚศ

ᯒを行った。そして，仮説 3 を検討するために，

ඹศᩓᵓ㐀ศᯒを行った。ゎᯒには，SPSS㸦ver. 
21.0㸧，HAD㸦ver. 10.2㸧，Amos㸦ver. 5.0㸧を

౑用した。 
仮説 1 : Hayes et al.㸦2012㸧や Russ㸦2009㸧
は，それࡒれにྵまれる機能のඹ㏻性に基づい

て，ࢭࣟࣉ・࢔ࢥスを 3 つの反応スタ࢖ルにศ

㢮していることから，౯್の᫂確໬ᑻ度，3 つ

の自己ᑻ度，⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ行動クラスᑻ度は，

それࡒれᙅい㹼中程度のṇの┦㛵しか持たない

が，同一ᑻ度のୗ఩ᑻ度は中程度㹼強いṇの┦

㛵を持つ。すなわち，それࡒれのᑻ度によって

 定される特᭷の機能によって，ࢭࣟࣉ・࢔ࢥ

スの機能は大きく 3 つにศ㢮できる。 
仮説 2 : 仮説 1 の結果から，౯್の᫂確໬ᑻ度，
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トメࣥトに⏤᮶する行動クラス「行動活ࢵ࣑ࢥ

性໬」に影響を୚える。 
仮説 b: Foody et al.㸦2011㸧によると，⬺ࣗࣇ

スとしての自己，どⅬとしてࢭࣟࣉはࣥࣙࢪ࣮

の自己を᧯作するものであることから，⬺ࣗࣇ

，に⏤᮶する行動クラス「㊥㞳をྲྀる」ࣥࣙࢪ࣮

「自己の自ぬ」はࢭࣟࣉスとしての自己，どⅬ

としての自己に⏤᮶する行動クラス「࣐ࢻࣥ࢖

 。ル」に影響を୚えるࣇ
仮説 c : Luciano, Ruiz, Vizcaíno, Torres, 
Martín, Marínez, & López López㸦2011㸧によ

ると，⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇには 3 つのẁ㝵があると

される。すなわち，思考や感᝟のࢭࣟࣉスを観

ᐹするẁ㝵，行動の制御主体は思考や感᝟では

ないと気づくẁ㝵，౯್にἢった行動を㑅ᢥす

るẁ㝵である。このことから，「㊥㞳をྲྀる」は

「自己の自ぬ」に影響を୚え，「自己の自ぬ」は

に⏤᮶する行動クラス「㑅ᢥとࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ⬺

行動」に影響を୚える。さらに，「㑅ᢥと行動」

は「行動活性໬」に影響を୚える。 
仮説 d : Hayes et al.㸦2012㸧によると，ࢭࣟࣉ

スとしての自己はࢭࣟࣉ・࢔ࢥスの中᰾となる

ものであることから，「࣐ࣇࢻࣥ࢖ル」は඲ての

行動クラスに影響すると考えられるため，「動機

づけ」「㑅ᢥと行動」「行動活性໬」に影響を୚

える。 
ճ ඹศᩓᵓ㐀ศᯒ 
 ᥈⣴的因Ꮚศᯒでᚓられたྛ因Ꮚから因Ꮚ㈇

Ⲵ㔞の㧗かった 3 㡯目を㑅ᢥし，それらの㡯目

からなる₯在変数を用いて ACT の機能モデル

を作成し，ඹศᩓᵓ㐀ศᯒを行った。その結果，

ACT の機能モデルの適ྜ度ᣦᶆは GFI = .870, 
AGFI = .824, CFI = .918, AIC =294.193, 
RMSEA = .066 とそれなりの適ྜ度を示したが，

 ス㸦βࣃから「行動活性໬」の「ルࣇࢻࣥ࢖࣐」
= .095, p = n.s.㸧，「自己の自ぬ」から「㑅ᢥと

行動」のࣃス㸦β = .192, p = n.s.㸧は᭷意ではな

かった。そこで，᭷意ではなかったこれらのࣃ

スを๐㝖した上で，෌度ศᯒを行った。その結

果，適ྜ度ᣦᶆは GFI = .870, AGFI = .826, CFI 
= .918, AIC =291.94, RMSEA .065 となり，わ

かに適ྜ度が上がったことからこちらのモデࡎ

ルを᥇ᢥした㸦Figure 1㸧�
�

1 2 3 4 5 㻢 7 㻤 9

1. 強໬の⮬ぬ ー

2. ⾜ື⥅⥆ .㻢0㻢 ** ー

3. ືᶵ䛵け .519 ** .4㻤0 ** ー

4. 䜰䜽䝔䜱䝤 .309 ** .422 ** .224 ** ー

5. どⅬྲྀ䜚 .0㻢4 .209 * .11㻢 .㻢㻤㻢 ** ー

㻢. ௒䛣の▐間 .237 ** .319 ** .237 ** .㻢41 ** .422 ** ー

7. ⾜ືᣑ኱ .313 ** .4㻢㻤 ** .23㻢 ** .㻢㻢9 ** .422 ** .53㻢 ** ー

㻤. ⮬分の⮬ぬ .229 ** .324 ** .203 * .㻢㻤3 ** .731 ** .520 ** .㻢15 ** ー

9. ㊥㞳䜢ྲྀる .1㻤5 * .272 ** .053 .55㻤 ** .440 ** .4㻢2 ** .㻢㻢5 ** .471 ** ー

** p < .01㻘 * p < .05㻘 㻗 p < .10

Table 1 各ୗ఩ᑻᗘの 㻼ea㼞㼟㼛㼚 ✚率相関係数

N㼛㼠e.  強໬の⮬ぬ䠖౯್の᫂☜໬ᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂強໬の⮬ぬ䛃䠈⾜ື⥅⥆䠖౯್の᫂☜໬ᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂⾜ື⥅⥆䛃䠈
         ືᶵ䛵け䠖౯್の᫂☜໬ᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂ືᶵ䛵け䛃䠈 䜰䜽䝔䜱䝤䠖 3䛴の⮬ᕫᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂䜰䜽䝔䜱䝤䛃䠈
䚷䚷䚷  どⅬྲྀ䜚䠖 3䛴の⮬ᕫᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂どⅬྲྀ䜚䛃䠈௒䛣の▐間䠖 3䛴の⮬ᕫᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂௒䛣の▐間䛃䠈
䚷䚷䚷  ⾜ືᣑ኱䠖 ⬺䝣䝳䞊䝆䝵䞁⾜ື䜽䝷䝇ᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂⾜ືᣑ኱䛃䠈⮬ᕫの⮬ぬ䠖 ⬺䝣䝳䞊䝆䝵䞁⾜ື䜽䝷䝇ᑻᗘのୗ఩
䚷䚷䚷  ᑻᗘ䛂⮬ᕫの⮬ぬ䛃䠈㊥㞳䜢ྲྀる䠖 ⬺䝣䝳䞊䝆䝵䞁⾜ື䜽䝷䝇ᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂㊥㞳䜢ྲྀる䛃  
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トメࣥトに⏤᮶する行動クラス「行動活ࢵ࣑ࢥ

性໬」に影響を୚える。 
仮説 b: Foody et al.㸦2011㸧によると，⬺ࣗࣇ

スとしての自己，どⅬとしてࢭࣟࣉはࣥࣙࢪ࣮

の自己を᧯作するものであることから，⬺ࣗࣇ

，に⏤᮶する行動クラス「㊥㞳をྲྀる」ࣥࣙࢪ࣮

「自己の自ぬ」はࢭࣟࣉスとしての自己，どⅬ

としての自己に⏤᮶する行動クラス「࣐ࢻࣥ࢖

 。ル」に影響を୚えるࣇ
仮説 c : Luciano, Ruiz, Vizcaíno, Torres, 
Martín, Marínez, & López López㸦2011㸧によ

ると，⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇには 3 つのẁ㝵があると

される。すなわち，思考や感᝟のࢭࣟࣉスを観

ᐹするẁ㝵，行動の制御主体は思考や感᝟では

ないと気づくẁ㝵，౯್にἢった行動を㑅ᢥす

るẁ㝵である。このことから，「㊥㞳をྲྀる」は

「自己の自ぬ」に影響を୚え，「自己の自ぬ」は

に⏤᮶する行動クラス「㑅ᢥとࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ⬺

行動」に影響を୚える。さらに，「㑅ᢥと行動」

は「行動活性໬」に影響を୚える。 
仮説 d : Hayes et al.㸦2012㸧によると，ࢭࣟࣉ

スとしての自己はࢭࣟࣉ・࢔ࢥスの中᰾となる

ものであることから，「࣐ࣇࢻࣥ࢖ル」は඲ての

行動クラスに影響すると考えられるため，「動機

づけ」「㑅ᢥと行動」「行動活性໬」に影響を୚

える。 
ճ ඹศᩓᵓ㐀ศᯒ 
 ᥈⣴的因Ꮚศᯒでᚓられたྛ因Ꮚから因Ꮚ㈇

Ⲵ㔞の㧗かった 3 㡯目を㑅ᢥし，それらの㡯目

からなる₯在変数を用いて ACT の機能モデル

を作成し，ඹศᩓᵓ㐀ศᯒを行った。その結果，

ACT の機能モデルの適ྜ度ᣦᶆは GFI = .870, 
AGFI = .824, CFI = .918, AIC =294.193, 
RMSEA = .066 とそれなりの適ྜ度を示したが，

 ス㸦βࣃから「行動活性໬」の「ルࣇࢻࣥ࢖࣐」
= .095, p = n.s.㸧，「自己の自ぬ」から「㑅ᢥと

行動」のࣃス㸦β = .192, p = n.s.㸧は᭷意ではな

かった。そこで，᭷意ではなかったこれらのࣃ

スを๐㝖した上で，෌度ศᯒを行った。その結

果，適ྜ度ᣦᶆは GFI = .870, AGFI = .826, CFI 
= .918, AIC =291.94, RMSEA .065 となり，わ

かに適ྜ度が上がったことからこちらのモデࡎ

ルを᥇ᢥした㸦Figure 1㸧�
�

1 2 3 4 5 㻢 7 㻤 9

1. 強໬の⮬ぬ ー

2. ⾜ື⥅⥆ .㻢0㻢 ** ー

3. ືᶵ䛵け .519 ** .4㻤0 ** ー

4. 䜰䜽䝔䜱䝤 .309 ** .422 ** .224 ** ー

5. どⅬྲྀ䜚 .0㻢4 .209 * .11㻢 .㻢㻤㻢 ** ー

㻢. ௒䛣の▐間 .237 ** .319 ** .237 ** .㻢41 ** .422 ** ー

7. ⾜ືᣑ኱ .313 ** .4㻢㻤 ** .23㻢 ** .㻢㻢9 ** .422 ** .53㻢 ** ー

㻤. ⮬分の⮬ぬ .229 ** .324 ** .203 * .㻢㻤3 ** .731 ** .520 ** .㻢15 ** ー

9. ㊥㞳䜢ྲྀる .1㻤5 * .272 ** .053 .55㻤 ** .440 ** .4㻢2 ** .㻢㻢5 ** .471 ** ー

** p < .01㻘 * p < .05㻘 㻗 p < .10

Table 1 各ୗ఩ᑻᗘの 㻼ea㼞㼟㼛㼚 ✚率相関係数

N㼛㼠e.  強໬の⮬ぬ䠖౯್の᫂☜໬ᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂強໬の⮬ぬ䛃䠈⾜ື⥅⥆䠖౯್の᫂☜໬ᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂⾜ື⥅⥆䛃䠈
         ືᶵ䛵け䠖౯್の᫂☜໬ᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂ືᶵ䛵け䛃䠈 䜰䜽䝔䜱䝤䠖 3䛴の⮬ᕫᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂䜰䜽䝔䜱䝤䛃䠈
䚷䚷䚷  どⅬྲྀ䜚䠖 3䛴の⮬ᕫᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂どⅬྲྀ䜚䛃䠈௒䛣の▐間䠖 3䛴の⮬ᕫᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂௒䛣の▐間䛃䠈
䚷䚷䚷  ⾜ືᣑ኱䠖 ⬺䝣䝳䞊䝆䝵䞁⾜ື䜽䝷䝇ᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂⾜ືᣑ኱䛃䠈⮬ᕫの⮬ぬ䠖 ⬺䝣䝳䞊䝆䝵䞁⾜ື䜽䝷䝇ᑻᗘのୗ఩
䚷䚷䚷  ᑻᗘ䛂⮬ᕫの⮬ぬ䛃䠈㊥㞳䜢ྲྀる䠖 ⬺䝣䝳䞊䝆䝵䞁⾜ື䜽䝷䝇ᑻᗘのୗ఩ᑻᗘ䛂㊥㞳䜢ྲྀる䛃  
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 本研究の目的は，$&7のࢭࣟࣉ・࢔ࢥスの機

能を 定するᑻ度を用いて，ྛ々のࣟࣉ・࢔ࢥ

スの᭷する機能がどのように作用して行動活ࢭ

性໬につながるのか，検討することであった。 
 ┦㛵ศᯒの結果，ࢭࣟࣉ・࢔ࢥスは，� つの

自己ᑻ度と⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ行動クラスᑻ度によ

って 定される機能，౯್の᫂確໬ᑻ度によっ

て 定される機能の � つに大きくศ㢮できると

考えられた。従って，ࢭࣟࣉ・࢔ࢥスの機能は

大きく � つにศ㢮できるという仮説 � は支持さ

れなかった。このことから，)RRG\�HW�DO�㸦����㸧
のᣦ᦬しているように，⬺ࣟࣉ，ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ

スとしての自己，ᩥ⬦としての自己の᭷するࢭ

機能はศけ難いものであると考えられる。 
 ḟに，᥈⣴的因Ꮚศᯒの結果より，� つのࢥ

スにはࢭࣟࣉ・࢔ � つの⦆やかな行動クラスが

ྵまれていることが示唆された。この � つは，

⏤スとしての自己とᩥ⬦としての自己にࢭࣟࣉ

᮶する行動クラス，⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇとᩥ⬦とし

ての自己に⏤᮶する行動クラス，⬺ࣙࢪ࣮ࣗࣇ

ࣥに⏤᮶する � つの行動クラス，౯್づけ，ࢥ

れに⏤᮶する行動クラスࡒトメࣥトのそれࢵ࣑

であり，࢔クࣉࢭタࣥスを 定するᑻ度がྵま

れなかったことを考៖すると，� つのࣉ・࢔ࢥ

スの༊ศと概ね一⮴するものであり，「᪂たࢭࣟ

な」行動クラスとまではゝえない結果であった。

従って，仮説 �は支持されなかった。�
 そしてࠊඹศᩓᵓ㐀ศᯒを行った結果，仮説

�は概ね支持されたが，仮説 F，Gの一㒊は支持

されなかった。このことから，「自己の自ぬ」か

ら「㑅ᢥと行動」に┤᥋のࣃスがつながるので

はなく，「自己の自ぬ」は「࣐ࣇࢻࣥ࢖ル」を፹

介して「㑅ᢥと行動」につながることが示され

た。また，「࣐ࣇࢻࣥ࢖ル」から「行動活性໬」

に┤᥋のࣃスがつながるのではなく，「࣐ࢻࣥ࢖

ル」は「動機づけ」と「㑅ᢥと行動」を፹介ࣇ
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して「行動活性໬」につながることが示された。

⇃野㸦����㸧によると，$&7では，思考や感᝟

を抑制しようとする行動をῶらしながら，自ศ

が進ࢇでいこうとする᪉向性を᫂らかにし，そ

れにࢵ࣑ࢥトした行動を増やすാきかけをする，

。クの介入を行っていくとしているࢵルトラࣈࢲ

௨上のことから，「࣐ࣇࢻࣥ࢖ル」が㧗まること

はᚲ要ではあるがそれだけでは༑ศではなく，

それが「㑅ᢥと行動」と「動機づけ」というࢲ

クにศかれていくことで，「行動活性ࢵルトラࣈ

໬」がもたらされるᚲ要༑ศ᮲௳になるという

ことを示唆しているものと思われる。 
 本研究により，ࢭࣟࣉ・࢔ࢥスにྵまれる機

能が行動活性໬につながるまでの作用機ᗎが᫂

らかになった。この知見は，よりຠ⋡的な介入

へᐤ୚できることがᮇᚅされる。しかしながら，

現在࢔クࣉࢭタࣥスの機能を 定するためのᑻ

度が存在していないことから，本研究の㝈⏺と

して，$&7の機能モデルの中に࢔クࣉࢭタࣥス

の機能がྵまれていないことがᣲࡆられる。௒

ᚋは，࢔クࣉࢭタࣥスの機能を 定するための

ᑻ度を作成し，その変数をຍえて検討していく

ᚲ要がある。また，ࢭࣟࣉスとしての自己，ᩥ

⬦としての自己，⬺ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇの᭷する機能

として，「㊥㞳をྲྀる」「自己の自ぬ」「࣐ࢻࣥ࢖

ル」「㑅ᢥと行動」の行動クラスが᫂らかになࣇ

ったが，その行動のᙧ態を示す実例ともいえる

には様々な✀㢮ࢬ࢖ࢧࢧク࢚・ࣥࣙࢪ࣮ࣗࣇ⬺

があり，それࡒれもたらすຠ果が異なることが

示されている㸦ⱱ本・Ṋ⸨�� ����㸧。௒ᚋは，本

研究で᫂らかになった行動クラスと⬺ࢪ࣮ࣗࣇ

ࣙࣥ・࢚クࢬ࢖ࢧࢧによるຠ果がどのように対

応しているのか，検討していくことがồめられ

る。 
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Abstract 
 
 One of the drawbacks with ACT (Acceptance and Commitment Therapy) core processes is that there is a 
difficulty in understanding the kinds of effects each behavior contributes. From a scientific perspective, we 
need to investigate the function of ACT core processes and examine these relationships for more effective 
intervention. In this research, we investigated how the function of behavioral processes interacts with and 
causes behavioral activation, using the scales of function in the ACT core processes. As a result of the 
exploratory factor analysis, six classes were extracted. We created a model based on these classes and 
analyzed them using SEM. As a result of this analysis, it was indicated that there is no direct connection 
between “Mindful” and “Behavioral Activation,” but that “Motivation” and “Choice and Action” mediates the 
relationship between “Mindful” and “Behavioral Activation.” 
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